
第
１
師
団
は
２
月

14
日

か
ら

19
日
ま
で
の
間
、
東

部
方
面
指
揮
所
訓
練
セ
ン
タ
ー
、

朝
霞
訓
練
場
、
各
駐
屯
地
及

び
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て

「
令
和
２
年
度
師
団
指
揮
所

訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
指
揮
所
訓
練

統
裁
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
指

揮
所

訓
練

に

よ
り

、

師
団
司
令
部
及
び
隷
下
第

一
次
部
隊
の
指
揮
及
び
運

用
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、

師
団
に
よ
る
陣
地
攻
撃
を

演
練
し
た
。

訓
練
は
、
第
１
偵
察
隊

の
前
進
か
ら
状
況
を
開
始

し
、
第
１
普
通
科
連
隊
が

師
団
の
先
遣
と
な
り
敵
情

を
解
明
し
た
後
、
第

32
普

通
科
連
隊
及
び
第

34
普
通

科
連
隊
の
２
コ
連
隊
を
並

列
し
て
敵
部
隊
を
攻
撃
し

た
。師

団
は
、
指
揮
下
部
隊

の
現
況
を
的
確
に
把
握
し

て
有
形
・
無
形
の
各
種
戦

闘
力
を
集
中
し
戦
闘
を
行
っ

た
。ま

た
、
戦
況
の
推
移
に

伴
い
刻
々
と
変
化
す
る
状

況
に

応
じ

て
、

適

時
性

、

先
行
性
の
あ
る
幕
僚
活
動

を
実
施
し
、
所
望
の
成
果
を

収
め
て
訓
練
を
終
了
し
た
。

（１）第１８号 頭 号 師 団
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指

揮

幕

僚

活

動

の

能

力

向

上

を

図

る

大
庭
師
団
長
は
１
月
12
日
、
師
団
隷
下
部

隊
に
対
し
、
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
り
年
頭
の
辞

を
述
べ
た
。

師
団
長
は
「
諸
官
と
共
に
汗
を
流
し
つ
つ

心
を
通
わ
せ
、
諸
官
の
先
頭
に
立
ち
職
務
を

全
う
す
る
所
存
で
あ
る
。
隊
員
諸
官
並
び
に

日
頃
か
ら
諸
官
を
献
身
的
に
支
え
て
下
さ
っ

て
い
る
ご
家
族
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち

溢
れ
、
明
る
く
充
実
し
た
１
年
に
な
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
す
る
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

そ
の
後
、
師
団
司
令
部
は
年
始
行
事
に
お

い
て
達
磨
の
目
入
れ
を
実
施
し
、
安
全
を
祈

願
す
る
と
と
も
に
、
師
団
長
は
「
今
年
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
〝
本
物
〟
の
追
求
」
と
宣
言
し
た
。

テレビ会議により年頭の辞

達磨に目入れをする師団長

年始行事で安全を祈願

指揮官会議

火力集中点の修正を行う隊員 幕僚を指導する師団長

報告する各幕僚

食事を作る隊員

ＶＴＣでの火力調整会議

ＶＴＣでの指揮官会議に参加する

３４普連隊長



第
１
普
通
科
連
隊
は
２
月

１
日
か
ら

12
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向

上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
第
３
中
隊
、
重
迫
撃
砲
中

隊
、
情
報
小
隊
及
び
衛
生
小

隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。訓

練
検
閲
に
あ
た
り
統

裁
官
（
小
倉
連
隊
長
）
は
、

「
国
民
の
期
待
に
応
え
よ
」、

「
生
き
残
り
、
そ
し
て
、

だ
れ
も
戦
場
に
取
り
残
す

な
」
の
２
点
を
要
望
し
た
。

受
閲
部
隊
は
約

40
㎞

の
徒
歩
行
進
に
引
き
続
き
、

防
御
準
備
を
実
施
し
、
第

３
中
隊
は
防
御
に
お
け
る

連
隊
内
第
一
線
主
戦
闘
地

域
守
備
部
隊
と
し
て
の
行

動
を
、
重
迫
撃
砲
中
隊
は

防
御
に
お
け
る
第
一
線
部

隊
に
対
す
る
火
力
協
力
を
、

情
報
小
隊
は
戦
場
監
視
網

の
構
成
・
維
持
を
、
衛
生

小
隊
は
患
者
の
治
療
・
後

送
を
実
施
し
、
所
望
の
成

果
を
収
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の

任
務
を
完
遂
し
た
。

第

32
普
通
科
連
隊

は
２
月
１
日
か
ら
５
日

ま
で
の
間
、
大
宮
駐
屯

地
に
お
い
て
連
隊
の
情

報
収
集
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
令
和
２
年
連
隊
高
所

監
視
用
ド
ロ
ー
ン
操
作

手
養
成
訓
練
」
を
実
施

し
た
。

32
普
連
は
、
ド
ロ
ー

ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

関
連
規
則
の
教
育
及
び

操
作
訓
練
を
実
施
し
、

任
務
に
即
応
で
き
る
操

作
要
員
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
各
種
運
用
場

面
に
お
け
る
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
情
報
収
集
要

領
を
演
練
し
た
。
こ
の

際
、
連
隊
情
報
訓
練
と

の
連
接
を
図
り
、
操
作

要
員
の
育
成
を
重
視
し

て
行
い
、
所
望
の
成
果

を
収
め
て
終
了
し
た
。

第

34
普
通
科
連
隊
は
２

月

24
日
か
ら

26
日
ま
で
の

間
、
板
妻
駐
屯
地
に
お
い
て

通
信
交
信
練
度
及
び
通
信
構

成
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
師
団
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
師
団

通
信
訓
練
」
に
参
加
し
、
モ
ー

ル
ス
信
号
を
主
と
し
た
Ａ
Ｍ

通
信
に
よ
る
交
信
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
た
。

34
普
連
か
ら
は
通
信
小

隊
の
６
名
が
参
加
し
、
１
夜

２
日
に
わ
た
り
モ
ー
ル
ス
信

号
に
よ
る
感
度
交
換
を
は
じ

め
電
報
の
送
受
信
等
を
行
っ

た
。通

信
手
と
な
っ
た
隊
員
は
、

必
通
の
信
念
を
も
っ
て
集
中

力
を
維
持
し
て
根
気
強
く
電

報
の
送
受
信
を
継
続
し
、
所

望
の
成
果
を
得
て
本
訓
練
を

終
了
し
た
。

第
１
後
方
支
援

連
隊
は
２
月
８
日

か
ら

11
日
ま
で

の
間
、
練
馬
駐
屯

地
及
び
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
師

団
訓
練
検
閲
時
の

指
摘
事
項
の
是
正

を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
第
６

回
連
隊
野
営
訓
練
」

を
実
施
し
た
。

練
馬
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、

歩
哨
と
し
て
の
警
戒
監
視
及

び
患
者
搬
送
を
演
練
し
た
。

東
富
士
演
習
場
に
お

い
て
は
、
約

30
㎞

徒
歩
行
進
に
引
き
続

き
、
後
方
支
援
部
隊

が
保
有
す
る
全
て
の

整
備
用
部
品
、
整
備

用
工
具
を
携
行
し
、

全
力
展
開
す
る
に
あ

た
り
、
師
団
の
作
戦

で
使
用
す
る
全
て
の

工
具
を
リ
ス
ト
化
し

て
実
動
に
よ
る
輸
送
及
び
展

開
要
領
に
つ
い
て
訓
練
し
、

所
望
の
成
果
を
得
て
本
訓
練

を
終
了
し
た
。

第
１
特
科
隊
は
１
月

25

日
か
ら

27
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
教

育
訓
練
の
成
果
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

師
団
が
実
施
す
る
「
令
和
２

年
度
第
１
特
科
隊
実
射
訓
練

検
閲
」
を
受
閲
し
た
。

本
検
閲
は
「
陣
地
防
御
に

お
け
る
師
団
特
科
隊
の
火
力

戦
闘
」
を
主
要
検
閲
課
目
と

し
て
実
施
し
、
訓
練
検
閲
開

始
に
あ
た
り
、
統
裁
官
（
大

庭
師
団
長
）
は
「
第
一
線
の

戦
闘
に
最
大
限
寄
与
せ
よ
」

と
要
望
し
た
。

１
特
は
、
様
々
な
状
況
に

お
い
て
、
情
報
・
観
測
、
射

撃
指
揮
及
び
戦
砲
隊
の
総
力

を
結
集
し
、
正
確
・
迅
速
な

射
撃
を
繰
り
返
し
て
第
一
線

部
隊
の
戦
闘
に
最
大
限
寄
与

し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

本
検
閲
に
参
加
し
た
第
２

中
隊

小
此
木
３
曹
は
「
陸

曹
昇
任
後
、
初
め
て
照
準
手

と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
不

安
で
あ
っ
た
が
、
経
験
豊
富

な
砲
班
長
の
指
揮
の
下
、
落

ち
着
い
て
任
務
を
完
遂
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

検
閲
ま
で
の

訓
練
に
お
い

て
先
輩
照
準

手
の
迅
速
な

照
準
動
作
等
、

高
い

知

識

・

技
能
を
目
の

当
た
り
に
し
、

今
後
の
目
標

を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い

経
験
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
た
。

頭 号 師 団 （２）第１８号

中
隊
等
訓
練
検
閲

第
１
普
通
科
連
隊

陣地構築中の重迫撃砲中隊 徒歩行進をする第３中隊

練度判定に臨む隊員

実射訓練検閲を受閲

第
１
後
方
支
援
連
隊

第32普通科連隊

患者を搬送する衛生小隊

師
団
通
信
訓
練
に
参
加
し
通
信
構
成
能
力
を
向
上

第
34
普
通
科
連
隊

偵察活動をする情報小隊

整備用部品を展開する隊員

モールス信号による感度交換をする隊員

第
１
特
科
隊

操作要領を訓練する隊員

高所監視用ドローン操作手養成訓練を実施

電報の送受信を実施する隊員

第
６
回
連
隊
野
営
訓
練
を
実
施

患者搬送をする衛生隊

射撃を実施する隊員

弾薬を装填する隊員



第
１
戦
車
大
隊
は
２
月
２

日
か
ら
８
日
ま
で
の
間
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
陣
地

防
御
に
必
要
な
築
城
能
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
第
３
回
大
隊
訓
練
」

を
実
施
し
た
。
こ
の
際
「
第

２
中
隊
訓
練
検
閲
」
、
「
通
信

小
隊
練
度
判
定
」
を
併
せ
て

実
施
し
、
教
育
訓
練
の
成
果

を
評
価
し
た
。

第
２
中
隊
は
車
両
行
進
後
、

速
や
か
に
集
結
地
を
占
領
、

じ
後
、
普
通
科
連
隊
に
配
属

さ
れ
、
戦
闘
前
哨
と
し
て
戦

車
火
力
を
も
っ
て
主
戦
闘
地

域
の
前
縁
の
秘
匿
・
掩
護
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
機
動

力
を
発
揮
し
て
速
や
か
に
離

脱
し
任
務
を
完
遂
し
た
。

通
信
小
隊
は
車
両
行
進
後
、

迅
速
に
大
隊
本
部
指
揮
所
及

び
中
継
所
を
開
設
し
て
通
信

を
確
立
し
た
。
ま
た
、
不
審

メ
ー
ル
、
電
波
妨
害
対
応
及

び
指
揮
所
の
移
転
を
迅
速
に

実
施
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

第
１
中
隊
は
師
団
施
設
科

合
同
訓
練
に
参
加
し
た
隊
員

を
中
心
に
、
演
習
場
整
備
器

材
（
ザ
ウ
ル
ス
）
及
び
戦
車

直
接
支
援
隊
に
よ
る
重
レ
ッ

カ
の
協
力
の
下
、
戦
車
掩
蓋

掩
体
の
構
築
を
演
練
し
、
所

望
の
成
果
を
得
て
本
訓
練
を

終
了
し
た
。

第

１

通

信

大

隊

は

２

月

25
日
か
ら

26
日
ま
で
の
間
、

朝
霞
訓
練
場
に
お
い
て
警
戒
・

自
衛
戦
闘
及
び
通
信
妨
害
対

処
要
領
に
つ
い
て
検
証
等
を

実
施
し
、
師
団
訓
練
検
閲
受

閲
時
の
指
摘
事
項
の
是
正
を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

「
第
７
回
大
隊
訓
練
」
を
実

施
し
た
。

警
戒
・
自
衛
戦
闘
は
蛇
腹

鉄
条
網
、
有
刺
鉄
線
及
び
候

敵
資
材
を
活
用
し
た
通
信
所

の
防
護
要
領
を
演
練
し
た
。

ま
た
、
通
信
妨
害
対
処
要
領

は
実
際
に
妨
害
電
波
を
発
射

し
、
通
信
妨
害
を
受
け
た
場

合
の
器
材
の
症
状
、
端
末
装

置
へ
の
影
響
及
び
妨
害
対
処

手
順
を
訓
練
し
所
望
の
成
果

を
得
て
本
訓
練
を
終
了
し
た
。

第
１
施
設
大
隊
は
、
２
月

８
日
か
ら
９
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
師

団
隷
下
部
隊
の
陣
地
構
築
及

び
障
害
構
成
能
力
の
向
上
を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

「
令
和
２
年
度
第
３
回
師
団

施
設
合
同
訓
練
」
を
担
任
・

実
施
し
た
。

陣
地
構
築
に
お
い
て
は
、

地
上
設
置
型
の
掩
体
と
簡
易

掩
蓋
掩
体
を
構
築
し
、
砲
爆

弾
の
曳
下
射
撃
を
想
定
し
た

Ｔ
Ｎ
Ｔ
爆
破
薬
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
掩
体
を
爆
破
し
、
掩

護
土
層
の
強
度
及
び
交
通
壕

の
防
護
性
に
つ
い
て
確
認
し

た
。ま

た
、
障
害
構
成
に
お
い

て
は
、
指
向
性
散
弾
及
び
小

型
指
向
性
散
弾
の
効
力
範
囲

内
に
、
鉄
板
及
び
木
製
の
的

を
設
置
し
、
そ
の
威
力
を
確

認
し
て
今
後
の
練
成
訓
練
の

資
を
得
た
。

第
１
高
射
特
科
大
隊
は
１

月

19
日
か
ら

20
日
ま
で

の
間
、
駒
門
駐
屯
地
等
に
お

い
て
第
２
高
射
特
科
群
が
実

施
す
る
「
令
和
２
年
度
空
地

協
同
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
の
目
的
は
、
関
係
高

射
特
科
部
隊
と
の
協
同
に
よ

る
組
織
的
な

対
空
情
報
活

動
に
つ
い
て

演
練
し
、
運

用
の
実
効
性

を
向
上
す
る

こ
と
で
あ
り
、

大
隊
は
、
師

団
対
空
警
告
・

警
報
の
送
受

信
に
併
せ
た

対
空
目
標
標

示
要
領
を
演

練
し
、
対
空

戦
闘
能
力
の

向
上
の
資
を

得
た
。

（３）第１８号 頭 号 師 団

第
１
戦
車
大
隊

通信アンテナを構成する通信小隊

戦闘前哨より離脱する第２中隊

第
２
回
大
隊
訓
練
及
び
中
隊
等
検
閲

第
１
高
射
特
科
大
隊

蛇腹鉄条網による障害を構成する隊員

第１通信大隊

第７回大隊訓練を実施

第
１
施
設
大
隊

第
３
回
師
団
施
設
合
同
訓
練
を
実
施

指向性散弾を設置する隊員

空
地
協
同
訓
練
に
参
加

空
地
連
携
能
力
を
向
上

通信アンテナを設置

電話回線を点検する隊員

ＴＮＴ爆破薬による検証

対空目標の標示要領を演練する隊員



第
１
偵
察
隊
は
２
月
１
日

及
び
２
日
、
へ
リ
ボ
ン
作
戦

に
お
け
る
、
空
地
連
携
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
立
川
駐
屯
地
、
習

志
野
演
習
場
及
び
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
東
部
方
面
航

空
隊
及
び
第
１
飛
行
隊
が
実

施
し
た
「
令
和
２
年
度
空
地

協
同
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

１
偵
は
、
本
訓
練
に
お
い

て
実
機
を
用
い
た
偵
察
用
オ
ー

ト
バ
イ
の
搭
載
・
卸
下
要
領

を
演
練
し
て
、
今
後
の
連
携

要
領
の
資
を
得
た
。

第
１
飛
行
隊
は
２
月

24

日
、
東
京
都
の
災
害
派
遣
要

請
に
基
づ
き
青
梅
市
で
発
生

し
た
山
林
火
災
対
処
の
た
め

空
中
消
火
及
び
飛
行
統
制
を

実
施
し
た
。

１
飛
は
、
Ｕ
Ｈ
１
Ｊ
を
立

川
飛
行
場
か
ら
青
梅
市
へ
推

進
し
、
空
中
消
火
の
他
、
第

１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
、
消
防
・

防
災
ヘ
リ
等
の
活
動
に
際
し

て
飛
行
統
制
を
実
施
し
た
。

本
任
務
を
実
施
し
た
副
操

縦
士
高
橋
３
尉
は
「
初
め
て

の
災
害
派
遣
で
や
や
不
安
な

点
も
あ
っ
た
が
、
飛
行
前
に

お
け
る
ク
ル
ー
間
で
の
実
施

要
領
の
認
識
統

一
や
安
全
管
理

事
項
の
認
識
共

有
等
を
綿
密
に

実
施
し
、
安
全

か
つ
確
実
に
任

務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
操
縦

練
度
の
向
上
に

精

進

し

た
い

」

と
話
し
た
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は

２
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
の

間
、
大
宮
駐
屯
地
及
び
東
富

士
演
習
場
に
お
い
て
、
部
隊

の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
の
練
度
の
維
持
・

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
令
和
２
年
度
第
８
回

隊
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

１
特
防
は
、
大
宮
駐

屯
地
に
お
い
て
第
１
飛

行
隊
と
連
携
し
た
空
中

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓
練
や
、

施
設
内
に
お
け
る
化
学

活
動
を
実
施
し
、
閉
塞

的
か
つ
暗
所
で
の
偵
察
・

除
染
活
動
な
ど
実
戦
的

な
訓
練
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
東
富
士
演
習
場

に
お
い
て
は
重
機
関
銃

に
よ
る
実
弾
射
撃
を
実

施
し
、
射
撃
練
度
の
維

持
向
上
を
図
り
、
所
望

の
成
果
を
収
め
た
。

第
１
音
楽
隊
は
１
月

22

日
、
練
馬
駐
屯
地
の
合
奏

場
に
お
い
て
「
第
６
回
室

内
楽
演
奏
会
」
を
実
施
し

た
。本

演
奏
会
は
、
隊
長
が

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
の
練

度
判
定
を
行
う
と
と
も
に
、

毎
年
３
月
に
実
施
し
て
い

る
定
期
演
奏
会
に
向
け
た

隊
の
中
間
目
標
と
し
て
い

る
。当

日
は
師
団
長
の
視
察

を
頂
く
と
と
も
に
、
ス
カ

イ
プ
に
よ
り
、
師
団
管
内

へ

ラ

イ

ブ

配

信

を

行

い

、

隊
員
は
、
緊
張
感
を
も
っ

て
演
奏
を
実
施
し
、
１
音
は

３
月
の
定
期
演
奏
会
（
本
年

度
は
演
奏
検
閲
）
に
向
け
、

万
全
を
期
し
た
。

頭 号 師 団 （４）第１８号

第
１
師
団
司

令
部
付
隊
は
１

月
24
日
か
ら
27

日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場

及
び
北
富
士
演

習
場
に
お
い
て
、

師
団
が
実
施
し

た
第
１
特
科
隊

実
射
検
閲
に
司

令
部
勤
務
班
及

び
隊
本
部
の
要

員
46
名
が
参
加

し
、
統
裁
・
管

理
支
援
等
を
行

い
、
整
斉
・
円

滑
な
検
閲
の
統

裁
に
寄
与
し
た
。

ヘリに偵察用オートを搭載

第
１
偵
察
隊

第
１
飛
行
隊

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

重機関銃の射撃をする隊員

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

空
地
協
同
訓
練
に
参
加

搭
載
・
卸
下
要
領
を
演
練

青
梅
市
山
林
火
災
発
生
に
伴
う
災
害
派
遣

第
８
回
隊
訓
練
を
実
施

出発前の点検をするパイロット

施設内で化学活動をする隊員

空中消火用バケットを準備する隊員

ヘリから偵察用オートを卸下

師
団
訓
練
検
閲
を
統
裁
・
管
理
支
援

第
１
音
楽
隊

第
６
回
室
内
楽
演
奏
会

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
練
度
判
定

合奏場にて練度判定

アンサンブル演奏を実施

配食を支援する隊員 統裁を支援する付隊(中央：付隊長)



第
１
師
団
は
基
本
特
技
を

保
有
す
る
隊
員
に
対
し
て
、

各
職
種
に
お
い
て
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た

め
、
初
級
偵
察
、
部
隊
無
線

電
信
・
部
隊
暗
号
及
び
施
設

機
械
操
作
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
た
。

【
初
級
偵
察
】

第
１
偵
察
隊
は
、
令
和
３

年
１
月

12
日
か
ら
２
月

26

日
ま
で
の
間
、
練
馬
駐
屯
地

等
に
お
い
て
陸
士
特
技
課
程

「
偵
察
」
を
担
任
・
実
施
し

た
。
本
教
育
は
隊
員
に
斥
候

員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、

偵
察
隊
員
と
し
て
の
資
質
を

涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
、
各
隊
員
は
教
育
終

了
後
、
斥
候
員
と
し
て
各
部

隊
に
お
い
て
活
動
す
る
。
教

育
に
参
加
し
た
１
偵

藤
田

１
士
は
「
最
初
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
学
生
同
士
で
団

結
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

教
育
で
得
た
知
識
や
技
術
を

さ
ら
に
磨
き
、
部
隊
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
た
。

【
部
隊
無
線
電
信
・
部
隊
暗

号
】第

１
通
信
大
隊
は
、
令
和

３
年
１
月

12
日
か
ら
３
月

５
日
ま
で
の
間
、
練
馬
駐
屯

地
に
お
い
て
陸
士
特
技
課
程

「
部
隊
無
線
電
信
・
部
隊
暗

号
」
を
担
任
・
実
施
し
た
。

本
教
育
は
隊
員
に
無
線
電
信

手
及
び
暗
号
電
信
手
と
し
て

の
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
通
信

科
隊
員
と
し
て
の
資
質
を
涵

養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
い
、
各
隊
員
は
教
育
終
了

後
、
無
線
電
信
手
及
び
暗
号

電
信
手
と
し
て
各
部
隊
に
お

い
て
活
動
す
る
。
教
育
に
参

加
し
た
第
１
後
方
支
援
連
隊

補
給
隊

今
井
士
長
は
「
私

は
受
信
術
が
苦
手
で
し
た
が
、

零
細
時
間
を
使
用
し
、
多
く

の
符
号
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
練
度
が
上
が
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
教
育
で
修
得

し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
部

隊
で
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
」
と

話
し
た
。

【
施
設
機
械
操
作
】

第
１
施
設
大
隊
は
、
令
和

３
年
１
月

18
日
か
ら
３
月

18
日
ま
で
の
間
、
朝
霞
駐

屯
地
に
お
い
て
陸
士
・
初
級

陸
曹
特
技
課
程
「
施
設
機
械

操
作
」
を
担
任
・
実
施
し
た
。

本
教
育
は
隊
員
に
施
設
機
械

操
作
に
必
要
な
知
識
及
び
技

能
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、

施
設
科
隊
員
と
し
て
の
資
質

を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
、
各
隊
員
は
教
育

終
了
後
、
施
設
機
械
（
ド
ー

ザ
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
等
）
の

操
作
員
と
し
て
各
部
隊
に
お

い
て
活
動
す
る
。
教
育
に
参

加
し
た
１
施
大
本
部
管
理
中

隊

篠
原
士
長
は
「
少
し
で

も
練
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

他
の
隊
員
の
良
い
と
こ
ろ
を

参
考
に
し
、
自
分
の
も
の
に

す
る
努
力
を
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
各
種
機
材
の
特
性
や

使
用
上
の
注
意
を
熟
知
し
、

安
全
・
迅
速
な
操
作
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
た
。

（５）第１８号 頭 号 師 団

２
月
１
日
付
で
第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
先
任
上
級
曹
長
を
拝
命

し
た
岡
崎
曹
長
で
す
。

１
都
６
県
の
防
衛
・
警
備
、
災
害
派
遣
等
の
任
務
を
有
す
る
第
１

師
団
唯
一
の
対
特
殊
武
器
戦
専
門
部
隊
の
先
任
上
級
曹
長
上
番
に

あ
た
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は
平
成

22
年
３
月
に
創
隊
し
、
そ
の
間
、

日
本
の
首
都
防
衛
を
担
う
部
隊
と
し
て
重
要
な
役
割
を
有
す
る
と

と
も
に
、
平
成

23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

原
子
力
災
害
派
遣
な
ど
の
活
動
実
績
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
先
任
上
級
曹
長
上
番
に
あ
た
り
、
人
を
育
て
、
強

い
部
隊
の
育
成
に
努
め
、
下
意
上
達
、
上
意
下
達
等
の
効
果
的
な

指
揮
官
補
佐
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
曹
士
の
最

上
位
者
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
隊
員
と
苦
楽
を
共

に
し
、
隊
員
の
た
め
、
そ
し
て
部
隊
の
任
務
達
成
の
た
め
、
先
頭

に
立
ち
全
力
で
先
任
上
級
曹
長
の
職
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
各
部
隊
と
力
を
合
わ
せ
て
精
強
第
１
師
団
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

大量傷病者受入訓練での除染活動

特
技
教
育
を
実
施

隊
員
へ
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付
与

偵察教育（懸垂降下訓練）偵察教育（コンパス行進）

先任上級曹長

岡崎 武道

師団検閲時の除染活動

陸曹長

無線教育（中間試験） 暗号教育（中間試験）

車
両
無
事
故
表
彰
３
級
表
彰

第１後方支援連隊

２等陸曹

早坂 義行

業
務
改
善
提
案
４
級
表
彰

第１普通科連隊

２等陸曹

田中 大介

新
着
任
部
隊
長
紹
介

第
１
師
団
司
令
部
付
隊
長

３
等
陸
佐

東
畑
大
輔

施設機械操作教育（小型ショベルドーザの操縦）



頭 号 師 団 （６）第１８号

主
人
と
は
、
福
岡
と
山
梨
の
遠
距
離
恋
愛
を
経
て
３
年
目
に
結
婚
し
ま
し
た
。
結
婚
し
て

福
岡
か
ら
山
梨
へ
引
越
し
を
し
た
時
は
、
地
理
感
も
な
く
、
知
り
合
い
も
い
な
い
所
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
結
婚
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
主
人
の
職
場
の
方
や
、

私
の
新
た
な
職
場
に
お
け
る
新
し
い
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
２
年
が
経
っ
た
今
で
は
毎

日
と
て
も
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

災
害
等
が
あ
っ
た
時
は
長
期
不
在
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
寂
し
く
心
配
に
も
な
り
ま
す
が
、

困
っ
て
い
る
方
々
を
救
う
仕
事
を
し
て
い
る
と

思
う
と
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
お
仕
事
だ
な
と

本
当
に
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
睡
眠
も
な
か
な

か
と
れ
ず
、
疲
れ
を
溜
め
て
帰
宅
す
る
時
も
あ

り
ま
す
が
、
主
人
が
帰
宅
し
た
時
は
ゆ
っ
く
り

休
め
る
環
境
と
、
家
族
全
員
が
笑
顔
で
『
お
帰

り
な
さ
い
』
と
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
明
る
い
家

庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
衛
官
の
妻
と
し
て
主
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
誰
よ
り
も
近
い
存
在
で
応
援
し
て
い
き

た
い
で
す
。

一
昨
年
の
夏
、
突
然

「
自
衛
官
に
な
り
た
い
」

と
相
談
さ
れ
、
大
変
驚
い

た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

高
校
で
は
野
球
部
で
３

年
間
頑
張
っ
た
息
子
で
す
が
、
厳
し
い
自
衛
隊
の
訓
練
や
任
務
、
集
団
生
活
に
耐
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
受
験
を
控
え
た
年
末
に
、
大
宮
駐
屯
地
の
家
族
イ

ベ
ン
ト
に
親
子
揃
っ
て
招
待
し
て
頂
き
ま
し
た
。
駐
屯
地
内
を
案
内
し
て
頂
い
た
り
、
化
学
科
の
２
等
陸

士
の
新
隊
員
の
方
か
ら
、
入
隊
後
の
生
活
や
進
路
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
衛
官
の
任
務
を
理
解
す
る
良
い
機
会
に
な
り
、
息
子
も
こ
の
ご
縁
が
き
っ
か
け
で
化
学
科
を
希
望
し
、

念
願
叶
っ
て
現
部
隊
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

６
か
月
の
訓
練
期
間
を
無
事
終
え
、
同
期

の
友
人
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
民
間
企
業
で
は
得
ら
れ
な
い
豊
か

な
友
人
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
見
た
目
も

だ
ん
だ
ん
と
逞
し
く
な
り
、
人
間
的
に
も
成

長
し
て
い
く
姿
を
見
る
た
び
に
、
今
で
は
自

衛
官
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
、
家
族
皆
心
か

ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは２週間前までに

ご連絡下さい。

退
官
者
紹
介

隊

員

家

族

紹

介

自
衛
官
の
妻
と
し
て

第
１
特
科
隊

本
部
管
理
中
隊

宮
本
２
曹

妻

結婚式でのロケーション撮影

家
族
の
誇
り

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

齋
藤
１
士

母

母と記念写真

ぼ
く
は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
パ
パ
が
大
好
き
で
す
。

地
震
の
と
き
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
自
衛
隊
の
パ
パ
は
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
で
す
。

ぼ
く
も
パ
パ
み
た
い
に
強
く
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
か
っ
こ
い
い
パ
パ
で
い
て
ね
。

か
っ
こ
い
い
パ
パ
へ

第
１
特
科
隊

本
部
管
理
中
隊

藤
原
１
曹

長
男

家族旅行で記念撮影

自
衛
隊
に
入
隊
し
、
早

い
も
の
で
１
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

二
男
が
高
校
生
の
と
き

「
自
衛
隊
へ
行
く
」
と
言

い
出
し
ま
し
た
。
思
っ
て
も
み
な
い
言
葉
に
私
は
「
何

で
？
」
と
驚
き
、
突
然
の
入
隊
宣
言
に
ど
う
し
て
い
い

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
自
衛
隊

の
こ
と
を
特
に
意
識
し
た
こ
と
が
な
く
、
国
を
守
る
こ

と
が
仕
事
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
報
道
な
ど
で
自
然
災
害
や
感
染
症
な

ど
で
自
衛
隊
が
活
躍
す
る
姿
を
拝
見
し
、
役
割
の
重
要

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
人
兄
弟
の
真
ん
中
で
育
ち
、
兄
の
背
中
を
追
い
か

け
て
遊
ん
で
い
た
二
男
の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
す
と
、

自
衛
官
に
な
る
な
ん
て
想
像
で
き
な
い
し
、
思
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
初
、
厳
し
い
環
境
の
中
に
送
り
出
す
こ
と
に
不
安

や
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
進
む
べ
き
道
を
見
定
め

た
決
意
を
尊
重
し
、
応
援
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
日
頃
の
任
務
や
活
動
を
通
じ
、
人
と
し
て
更
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
と
し
て
さ
ら
に
成
長
を

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

服
部
１
士

父

家族で集合写真

第
１
普
通
科
連
隊

第
32
普
通
科
連
隊

第
１
後
方
支
援
連
隊

本
部
管
理
中
隊

第
１
戦
車
大
隊

准陸尉

千枝 正人

本
部
管
理
中
隊

１等陸曹

鷲尾 孝

第
１
高
射
特
科
大
隊

衛
生
隊

陸曹長

小西 多恵

第
１
整
備
大
隊

火
器
車
両
整
備
中
隊

田中 陽一

衛
生
隊

陸曹長

齋藤 忠

第
２
整
備
大
隊

特
科
直
接
支
援
隊

加藤 嘉勝

陸曹長

陸曹長

川崎 時治

石井 敦

准陸尉

１等陸曹

須藤 裕文

准陸尉

吉野 幸男

准陸尉

本
部
管
理
中
隊

第
４
中
隊

第
１
中
隊

第
１
中
隊


